
「I-④ 情報プラットフォーム」の成果の例①

大型ナショナルプロジェクトの運営を支える情報システム、研究成果を凝縮したデータベース、そしてデータの活用・解析を実現
するツール群まで、「適材適所」の情報資源を順次構築・運用し、 終年度にWeb APIによって公開データの統合検索を実現
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【情報プラットフォームのつくりとはたらき】
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